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※◎の質問の概要を掲載しています。

９月定例会では、９月11日、12日の２日間にわたり、
10人の議員が一般質問を行いました。

一 般 質 問

5　川端　進（５ページ）
・最近の全国事例から市教委に問う
◎自衛官募集と自治体の業務執行に

ついて
・再び連携中枢都市圏について

6　橋爪　美惠子（５ページ）
・予防接種事業について
◎高齢者も暮らしやすい交通手段の

確保について
・農業の発展のために

7　和歌　真喜子（６ページ）
◎平成30年７月豪雨、台風20号、

21号による被害について

8　黒原　章至（６ページ）
◎土砂災害対策について

9　中西　徹（７ページ）
・いじめ相談について
◎小中学校におけるトイレ環境の改

善について
・高齢者対策について

�　岡　義明（７ページ）
◎防災対策について

1　東方　貴子（３ページ）
・家庭教育支援について
・わかやま子育て支援パスポート事

業に係る市の取り組みについて
◎医療費助成事業について

2　森下　貴史（３ページ）
◎災害対策について

3　瀨藤　幸生（４ページ）
◎避難行動要支援者名簿の登録制度

の推進について
・障害者対策について
・重根メガソーラー発電施設建設計

画の現状について
・地域ケア個別会議について

4　上村　五美（４ページ）
・津波対策事業について
・人口減少社会における空き家、所

有者不明の土地について
◎地方債現在高に比する地方公共団

体としての財政対策について

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!
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な
ぜ
高
潮
に
よ
る
氾
濫
を

考
慮
し
な
か
っ
た
の
か
。

答

マ
ッ
プ
に
は
平
成
23

年
４
月
か
ら
５
年
間

の
浸
水
実
績
を
示
し
て
お

り
、
昭
和
36
年
の
第
二
室

戸
台
風
の
実
績
は
反
映
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
高

潮
に
よ
る
氾
濫
に
つ
い
て

は
、
県
が
指
定
す
る
高
潮

浸
水
想
定
区
域
を
基
に
反

映
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

県
が
指
定
を
行
っ
て
い
な

い
た
め
反
映
さ
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
台
風
21
号

で
も
各
地
で
高
潮
に
よ
る

被
害
が
報
告
さ
れ
る
中
、

指
定
を
進
め
る
よ
う
県
に

要
望
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

問

本
市
に
お
い
て
も
近

年
多
く
の
浸
水
被
害

が
起
こ
っ
て
い
る
が
、
水

害
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
知
ら
な
い
市
民

も
多
く
い
る
。
再
度
の
配

布
は
考
え
て
い
る
か
。

答

県
に
お
い
て
、
想
定

し
得
る
最
大
規
模
の

降
雨
に
よ
る
浸
水
想
定
区

域
図
が
示
さ
れ
、
ま
た
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
調

査
・
指
定
事
業
が
平
成
32

年
度
に
完
了
す
る
予
定
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な

マ
ッ
プ
を
平
成
33
年
度
に

作
成
し
、全
戸
配
布
し
た
い
。

問

市
内
の
他
地
域
へ
の

転
居
時
の
対
応
は
。

答

転
居
の
際
に
改
め
て

お
知
ら
せ
は
し
て
い

な
い
が
、
転
居
先
の
災
害

特
性
を
認
識
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は
重
要
な
の
で
、
対

応
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問

水
害
・
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
第

二
室
戸
台
風
の
高
潮
被
害

実
績
が
反
映
さ
れ
て
い
な

い
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、

問

市
で
診
療
自
己
負
担

分
を
助
成
し
て
い
る

医
療
費
助
成
制
度
に
は
ど

ん
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

答

中
学
生
ま
で
の
子
ど

も
が
対
象
の
子
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
18
歳
ま
で
の

児
童
と
そ
の
養
育
者
が
対

象
の
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
助
成
制
度
、
67
歳
か
ら

70
歳
未
満
の
低
所
得
者
が

対
象
の
老
人
医
療
費
助
成

制
度
、
心
身
に
重
度
の
障

害
の
あ
る
方
が
対
象
の
重

度
心
身
障
害
者
等
医
療
費

助
成
制
度
が
あ
る
。

問

こ
れ
ら
助
成
制
度
に

対
す
る
市
の
持
ち
出

し
分
は
年
間
ど
れ
だ
け
か
。

答

子
ど
も
医
療
費
助
成

が
約
８
５
０
０
万
円
、

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助

成
が
約
７
５
０
万
円
、
重

度
心
身
障
害
者
等
医
療
費

助
成
が
約
１
億
２
１
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
老

人
医
療
費
助
成
に
持
ち
出

し
は
な
い
。

問

制
度
持
続
の
た
め
、

不
必
要
な
支
出
に
は

チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
る
。

医
療
費
は
、
ケ
ガ
や
病
気

の
原
因
が
労
災
な
ら
労
災

保
険
が
、
交
通
事
故
等
な

ら
加
害
者
が
負
担
す
べ
き

で
あ
る
が
、
原
因
の
調
査

は
し
て
い
る
の
か
。

答

現
在
の
と
こ
ろ
調
査

は
行
っ
て
い
な
い
。

問

加
害
者
か
ら
医
療
費

と
し
て
示
談
金
を
受

け
取
れ
ば
、
二
重
利
得
と

な
る
の
で
は
な
い
か
。

答

そ
の
場
合
は
、
助
成

対
象
外
と
な
る
の
で
、

受
給
者
か
ら
事
故
等
の
届

け
出
を
行
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
さ
ら
な
る
周
知

に
努
め
た
い
。

市発行の医療費受給資格証

医
療
費
助
成
制
度
の
適
正
な

運
営
へ
の
取
り
組
み
は

●
制
度
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
周
知
に

努
め
た
い

高潮被害をハザードマップに
反映すべきでは　
●反映に向け、県に要望する　

森下　貴史 議員

東方　貴子 議員

見本
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問

本
市
の
推
計
人
口
は

５
万
人
を
割
り
、
税

収
も
減
り
、
財
政
が
厳
し

く
な
っ
て
い
く
中
、
現
在

の
地
方
債
残
高
は
ど
う
か
。

答

本
市
の
地
方
債
残
高

は
約
３
３
５
億
円
と

な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

そ
の
中
に
は
、
臨
時
財
政

対
策
債
（
＝
臨
財
債
）
や

合
併
特
例
債
な
ど
、
後
々
、

地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ

る
見
込
み
額
約
２
３
６
億

円
が
含
ま
れ
る
。

問

臨
財
債
と
は
、
本
来
、

地
方
交
付
税
と
し
て

国
か
ら
現
金
で
地
方
に
分

配
さ
れ
る
財
源
を
、
国
の

財
政
の
悪
化
に
よ
り
現
金

の
分
配
が
で
き
な
い
た
め
、

制
度
上
、
地
方
が
直
接
借

り
入
れ
る
こ
と
を
強
い
ら

れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

国
の
財
政
状
況
に
対
す
る

国
民
の
危
機
意
識
を
、
地

方
自
治
体
を
抱
き
込
ん
で
、

ご
ま
か
し
て
い
る
よ
う
に

し
か
思
え
な
い
が
、
ど
う

考
え
る
か
。

答

地
方
債
は
、
原
則
公

共
施
設
の
建
設
な
ど

に
対
し
将
来
の
施
設
利
用

者
に
も
負
担
を
求
め
、
世

代
間
の
負
担
を
公
平
に
す

る
た
め
に
発
行
す
る
も
の

で
あ
る
。
一
方
、
臨
財
債

は
、
い
わ
ゆ
る
赤
字
補
塡

で
あ
り
、
将
来
へ
の
負
担

の
先
送
り
に
他
な
ら
な
い

も
の
な
の
で
、
早
期
に
解

決
す
べ
き
と
考
え
る
。

問

国
の
施
策
で
あ
る
臨

財
債
を
廃
止
し
、
地

方
は
、
現
金
に
て
地
方
交

付
税
を
受
け
取
る
仕
組
み

に
戻
す
こ
と
を
国
に
求
め

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

全
国
市
長
会
な
ど
を

通
じ
て
国
に
働
き
か

け
た
い
。

臨
財
債
に
対
す
る
考
え
は

●
早
期
に
解
消
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る

高齢者・障害者などを災害から守る
避難行動要支援者名簿の
登録制度を開始しました!

東日本大震災の教訓を今後に生かし、災害対策の強化を図るため、平成 25 年

6 月、災害対策基本法が改正されました。この中で、市町村に避難行動要支援者

名簿の作成が義務付けられるなど、円滑かつ安全な避難を確保するための措置の

拡充等がなされました。

このことを受け本市では、平成 26 年度より、避難行動要支援者名簿の登録制

度を開始しました。

避難行動要支援者名簿の登録制度とは？
災害時における避難行動要支援者【下記１】への支援に役立てるため、避難行
動要支援者名簿を作成します。名簿に登載した人のうち、同意を得られた人につ
いては、海南市地域防災計画の定めるところにより、避難支援等関係者【下記２】
へ名簿情報【裏面３】を提供し、避難支援や安否確認等に役立てるとともに、平
常時の地域の見守りや日常的な支え合い活動につなげていきます。

1. 避難行動要支援者名簿への登録対象者
災害が発生し、又は発生する恐れがある場合に家族等の支援が困難で何らかの
助けを必要とする以下の人
●　介護保険の要介護認定者（要介護１以上の人）
●　身体障害者（障害等級が１級から３級までの人）
●　知的障害者（障害程度が A1又は A2の人）
●　精神障害者（障害等級が１級又は２級の人）
●　特定医療費（指定難病）受給者
●　小児慢性特定疾病医療受給者
●　その他災害時の支援が必要と認められる人

2. 避難支援等関係者
海南市消防本部、海南警察署、海南市民生委員児童委員協議会、海南市社会福
祉協議会、市内自主防災組織、市内自治会　その他市長が必要と認める避難支援
等の実施に携わる関係者

問

本
市
で
は
、
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
が

作
成
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
自
治
会
等
へ

の
情
報
提
供
が
遅
れ
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の

現
状
と
理
由
及
び
今
後
の

対
策
は
。

答

名
簿
に
は
本
年
３
月

末
現
在
、
２
９
９
１

人
が
登
録
さ
れ
、
２
カ
月

ご
と
に
更
新
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
自
治
会
等
へ
の

事
前
提
供
に
同
意
さ
れ
た

方
の
名
簿
情
報
を
自
治
会

や
自
主
防
災
組
織
に
渡
し

て
、
個
別
計
画
を
作
成
し

て
い
る
。
た
だ
名
簿
を
未

受
領
の
自
治
会
等
が
33
％

あ
り
、
本
事
業
の
趣
旨
を

よ
く
理
解
し
て
も
ら
え
て

い
な
い
こ
と
が
要
因
の
一

つ
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

自
治
会
等
の
方
々
か
ら
は
、

「
名
簿
を
受
け
取
る
と
責

任
が
伴
う
」、「
次
の
役
員

に
言
っ
て
ほ
し
い
」
と
の

意
見
も
あ
り
、
先
進
地
の

事
例
も
参
考
に
し
、
根
気

よ
く
取
り
組
み
た
い
。

問

情
報
提
供
に
不
同
意

で
も
見
捨
て
る
の
で

は
な
く
、
手
間
を
か
け
た

名
簿
を
１
０
０
％
生
か
し
、

お
せ
っ
か
い
で
も
声
掛
け

し
て
避
難
を
促
す
体
制
づ

く
り
や
地
域
へ
の
周
知
、

避
難
支
援
体
制
の
構
築
と

そ
の
維
持
を
お
願
い
す
る
。

不
同
意
者
に
対
す
る
安

否
確
認
や
避
難
を
促
す
対

応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答

不
同
意
者
は
４
４
５

人
で
、
事
前
に
名
簿

を
提
供
し
て
の
安
否
確
認

や
避
難
支
援
等
は
必
要
な

い
と
の
意
思
表
示
を
さ
れ

て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
尊

重
し
た
い
と
考
え
る
。　

上村　五美 議員

避難行動要支援者名簿登録の推進を
●先進地の事例も参考に根気よく取り組みたい

瀨藤　幸生 議員
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JR海南駅前に停車中のコミュニティバス

問

市
の
公
共
交
通
に
つ

い
て
の
考
え
を
問
う
。

答

市
民
が
住
み
慣
れ
た

所
で
安
心
し
て
住
み

続
け
る
た
め
に
、
移
動
手

段
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
や
民
間
路

線
バ
ス
を
幹
線
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
も
含
め
た

持
続
可
能
な
公
共
交
通
の

維
持
、
確
保
に
努
め
た
い

と
考
え
る
。

問

市
民
が
生
活
を
維
持

し
、
公
共
交
通
を
提

供
す
る
側
の
事
業
も
継
続

で
き
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
改
善

し
、
走
ら
せ
て
い
な
い
地

域
に
も
乗
り
入
れ
て
い
く

こ
と
、
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
を
設
置
す
る
こ
と
、
高

齢
者
に
タ
ク
シ
ー
券
を
配

布
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

答

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
に
つ
い
て
は
、

海
南
市
地
域
公
共
交
通
協

議
会
で
協
議
の
上
、
ダ
イ

ヤ
改
正
や
ル
ー
ト
変
更
を

行
っ
て
い
る
。
新
た
な
地

域
へ
の
乗
り
入
れ
に
つ
い

て
は
、
要
望
や
意
見
を
参

考
に
、
バ
ス
事
業
者
と
デ

マ
ン
ド
方
式
な
ど
も
含
め

研
究
、協
議
し
て
い
き
た
い
。

駅
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
Ｊ

Ｒ
や
関
係
機
関
の
協
力
が

必
要
な
た
め
要
望
し
て
い

き
た
い
。

高
齢
者
へ
の
タ
ク
シ
ー

券
の
配
布
に
つ
い
て
は
一

定
の
役
割
を
果
た
す
と
考

え
る
が
、
民
間
の
路
線
バ

ス
や
Ｊ
Ｒ
線
と
の
関
係
、

ま
た
、
年
齢
、
地
域
、
所

得
、
助
成
額
、
助
成
方
法

等
の
基
準
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
、
今
後
、
さ
ま

ざ
ま
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
の

一
つ
と
し
て
検
討
し
た
い
。

問

自
衛
官
の
募
集
に
当

た
っ
て
、
高
校
３
年

生
ら
の
名
前
や
住
所
等
の

個
人
情
報
の
提
供
を
自
衛

隊
側
が
自
治
体
に
求
め
て

い
る
こ
と
に
対
し
、
住
民

基
本
台
帳
を
自
衛
隊
側
に

閲
覧
し
て
も
ら
う
に
と
ど

め
る
か
、
紙
な
ど
に
ま
と

め
た
名
簿
を
提
供
す
る
か
、

自
治
体
の
対
応
が
割
れ
て

い
る
。

防
衛
省
は
平
成
25
年
度

以
降
、
大
臣
通
知
で
名
簿

の
提
出
を
求
め
て
い
る
。

同
省
の
ま
と
め
で
は
、
平

成
26
年
度
、
全
国
約
１
７

０
０
市
区
町
村
の
う
ち
、

閲
覧
で
対
応
し
た
の
は
９

５
７
自
治
体
。
う
ち
５
５

８
自
治
体
は
名
簿
提
供
の

依
頼
を
自
衛
隊
側
か
ら
直

接
受
け
た
が
応
じ
ず
、
名

簿
を
提
供
し
た
の
は
６
３

４
自
治
体
だ
っ
た
。
本
市

で
は
閲
覧
に
よ
る
の
か
、
名

簿
を
提
供
し
て
い
る
の
か
。

答

本
市
で
は
、
あ
ら
か

じ
め
対
象
者
を
抽
出

し
た
台
帳
か
ら
、
自
衛
隊

職
員
が
書
き
写
す
閲
覧
の

方
法
で
提
供
し
て
い
る
。

問

自
衛
隊
法
施
行
令
第

１
２
０
条
の
規
定
に

よ
り
、
防
衛
大
臣
は
必
要

な
資
料
の
提
出
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

本
市
が
閲
覧
に
と
ど
め
て

い
る
の
は
ど
う
し
て
か
。

答

防
衛
大
臣
通
知
で
は
、

各
自
衛
隊
地
方
協
力

本
部
か
ら
募
集
対
象
者
情

報
の
紙
媒
体
ま
た
は
電
子

媒
体
で
の
提
出
依
頼
が
あ

っ
た
際
に
は
対
応
願
う
と

さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後

は
通
知
に
沿
っ
た
対
応
を

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

現
状
、自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供

は
閲
覧
方
式
だ
が

●
今
後
は
通
知
に
沿
っ
て
対
応
し
た
い

公共交通についての考えは
●持続可能な維持、確保が重要である

橋爪　美惠子 議員

川端　　進 議員
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問

土
砂
災
害
警
戒
区
域

の
指
定
の
現
状
は
。

答

９
４
６
カ
所
の
土
砂

災
害
危
険
箇
所
の
う

ち
、
５
２
７
カ
所
が
土
砂

災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ

れ
、
そ
の
う
ち
４
５
２
カ

所
が
土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

残
り
４
１
９
カ
所
も
県
が

基
礎
調
査
を
続
け
て
い
る
。

問

土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
に
指
定
さ
れ
た

土
地
建
物
所
有
者
等
へ
の

市
独
自
の
取
り
組
み
は
。

答

区
域
内
の
宅
地
の
固

定
資
産
税
の
評
価
額

を
２
割
軽
減
す
る
補
正
を

し
て
い
る
。

問

土
砂
災
害
防
止
法
で

は
、
老
人
福
祉
施
設

等
の
災
害
時
要
配
慮
者
利

用
施
設
に
土
砂
災
害
に
関

す
る
情
報
等
の
伝
達
方
法

を
定
め
る
こ
と
を
市
に
義

務
付
け
て
い
る
が
、
本
市

の
取
り
組
み
は
。

答

確
実
に
避
難
情
報
が

伝
わ
る
よ
う
フ
ァ
ク
ス

や
電
話
連
絡
な
ど
を
行
う
。

問

警
戒
区
域
外
に
移
転

し
住
宅
を
建
設
す
る

場
合
、
補
助
制
度
が
あ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
現
状
は
。

答

国
土
交
通
省
が
所
管

す
る
制
度
が
あ
る
が
、

県
内
で
は
長
期
に
わ
た
り

制
度
利
用
実
績
が
な
い
こ

と
か
ら
、
県
の
動
き
も
注
視

し
連
携
し
な
が
ら
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問

土
砂
災
害
警
戒
区
域

に
つ
い
て
の
周
知
の

徹
底
と
、
総
合
的
に
対
応

で
き
る
窓
口
の
設
置
を
。

答

平
成
33
年
度
に
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
更
新

し
、全
戸
配
布
す
る
。
ま
た
、

窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
化
も
検
討
す
る
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
周
知

徹
底
を

●
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
全
戸
配
布
す
る

問

台
風
20
号
、
21
号
に

よ
る
被
災
箇
所
は
把

握
し
て
い
る
か
。

答

主
な
被
害
が
暴
風
雨

及
び
飛
来
物
に
よ
る

家
屋
の
損
傷
で
あ
り
、
地

域
が
市
内
全
体
に
及
ぶ
と

と
も
に
、
個
人
の
家
の
状

況
等
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
く
、
地
域
を
特
定
で
き

な
い
た
め
、
被
害
調
査
等

は
実
施
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
現
状
把
握
が

必
要
な
い
と
考
え
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
今

回
の
よ
う
な
暴
風
雨
に
よ

る
家
屋
被
害
な
ど
の
調
査

等
に
つ
い
て
は
、
今
後
検

討
し
た
い
。

問

過
去
に
類
を
見
な
い

大
雨
や
大
型
台
風
と

い
っ
た
今
の
気
象
状
況
を

考
え
る
と
、
津
波
や
河
川

の
氾
濫
だ
け
で
は
な
い
、

新
た
な
災
害
に
対
す
る
対

策
が
必
要
で
あ
る
。
今
回

の
よ
う
な
被
害
の
想
定
は

難
し
い
と
思
う
が
、
近
年

各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
災

害
を
見
る
と
、
想
定
を
超

え
る
被
害
が
出
る
こ
と
が

当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
と
思
う
。

今
回
の
被
害
等
の
経
験

を
次
に
生
か
す
た
め
に

は
、
今
ま
で
の
認
識
を
変

え
、
変
化
す
る
災
害
に
は

被
災
者
の
立
場
で
想
定
し
、

万
一
想
定
外
で
も
柔
軟
に

対
応
す
る
姿
勢
が
必
要
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

答

今
回
の
よ
う
な
停
電

の
長
期
化
や
暴
風
雨

等
に
よ
る
多
数
の
家
屋
へ

の
被
害
な
ど
、
災
害
の
内

容
も
多
様
化
し
て
い
る
の

で
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
も

柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

台風21号の強風で崩れた石塀

黒原　章至 議員

災害対策を考え直す必要があるのでは
●柔軟に対応できるよう準備を進める

和歌　真喜子 議員
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問

避
難
所
の
多
く
は
学

校
の
体
育
館
が
指
定

さ
れ
て
い
る
が
、
空
調
設
備

や
自
家
発
電
設
備
が
な
い
。

今
か
ら
計
画
的
に
整
備
を

進
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

答

体
育
館
に
は
、
空
調

設
備
や
自
家
発
電
機

は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
状

況
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
整

備
す
る
計
画
は
な
い
。

問

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
な
ど
が
発
生
し
た

場
合
、
県
の
想
定
で
は
、

本
市
で
１
万
１
７
０
０
棟

が
全
壊
す
る
な
ど
で
住
め

な
く
な
る
と
し
て
お
り
、

家
を
失
っ
た
市
民
は
中
長

期
的
な
避
難
生
活
が
必
要

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

現
時
点
で
の
仮
設
住
宅
の

建
設
が
可
能
な
用
地
は
何

カ
所
あ
り
、
建
設
可
能
な

戸
数
は
何
戸
か
。
ま
た
、

必
要
戸
数
の
見
込
み
は
。

答

現
在
、
市
内
で
21
カ

所
建
設
候
補
地
を
選

定
し
て
お
り
、
戸
数
は
４

０
０
戸
程
度
を
見
込
ん
で

い
る
。
建
物
が
全
壊
し
た

場
合
で
も
、
公
営
や
民
間

住
宅
へ
の
入
居
や
親
類
宅

へ
の
一
時
避
難
を
希
望
す
る

方
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ

り
、
具
体
的
な
必
要
戸
数

の
推
計
は
で
き
て
い
な
い
。

問

近
隣
市
町
と
の
災
害

時
の
協
力
体
制
を
構

築
し
、
仮
設
住
宅
用
地
に

つ
い
て
も
相
互
協
力
で
き

る
よ
う
協
議
を
進
め
て
は
。

答

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
で

も
大
規
模
災
害
時
は
、

一
定
の
被
災
は
免
れ
な
い

と
思
わ
れ
る
の
で
、
被
災

規
模
の
想
定
や
仮
設
住
宅

用
地
の
確
保
状
況
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
等
す
る

中
で
、
相
互
協
力
体
制
の

構
築
を
検
討
し
た
い
。

和式便器が多い学校のトイレ

問

小
中
学
校
の
ト
イ
レ

の
現
状
に
つ
い
て
、

現
場
を
調
査
し
た
が
、
洋

式
便
器
が
な
い
所
が
あ
っ

た
。
避
難
所
と
し
て
も
使

わ
れ
る
中
、
各
男
女
ト
イ

レ
に
１
基
は
洋
式
便
器
を

設
置
す
べ
き
で
、
早
急
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
で
あ
る
と
考
え

る
が
、市
長
の
見
解
を
問
う
。

答

洋
式
便
器
の
不
足
が

小
学
校
低
学
年
生
の

不
登
校
の
原
因
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
方
々

か
ら
も
強
い
要
望
を
以
前

か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
。

教
育
委
員
会
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
に
お
い
て
も
、
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。
で
き
れ
ば
来
年
度
に

お
い
て
、
男
子
・
女
子
の

バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
の
上
、

小
学
校
の
洋
式
便
器
設
置

率
を
現
在
の
27
・
２
％
か

ら
約
40
％
に
、
ま
た
、
中

学
校
の
洋
式
便
器
設
置
率

を
16
・
３
％
か
ら
約
30
％

に
向
上
で
き
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
具
体
化
に
当

た
っ
て
は
、
小
学
校
11
校

に
55
基
、
中
学
校
７
校
に

33
基
を
新
た
に
設
置
す
る

こ
と
と
な
り
、
試
算
し
た

工
事
費
用
は
約
３
８
０
０

万
円
で
あ
る
。
今
後
、
財

源
の
捻
出
に
努
め
、
来
年

度
予
算
に
計
上
す
べ
く
検

討
に
入
り
た
い
。

問

ト
イ
レ
の
不
具
合
に

つ
い
て
も
教
育
委
員

会
と
し
て
再
度
調
べ
、
対

応
を
す
べ
き
だ
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答

再
度
各
学
校
の
状
況

を
調
査
し
、
引
き
続

き
必
要
な
所
か
ら
対
応
し

た
い
。

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
環
境
の

改
善
を

●
洋
式
便
器
増
設
に
向
け
た
検
討
に
入
る

災害時の仮設住宅用地確保の現状は
●21カ所、400戸程度である

岡　　義明 議員

中西　　徹 議員
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9月定例会
平成30年海南市議会９月定例会は、９月６日から10月４日までの29日

間の会期で開かれました。
この議会には、市長から条例の制定・改正や補正予算、平成29年度歳入

歳出決算の認定など議案23件が提出され、それぞれ可決、認定しました。

一般
会
計

※１万円未満四捨五入

慎
重
に
チェッ
ク
し
認
定
！

平
成
29
年
度
決
算

［市税］
70億9,447万円

27.3%

［繰越金］
9億92万円
3.5%

［自主財源］
99億5,483万円

38.3%［依存財源］
160億5,483万円

61.7%

［地方交付税］
59億9,289万円

23.0%

［国庫支出金］
34億4,689万円

13.3%

［総務費］
39億4,574万円

15.7%

［その他C］
5億1,708万円

2.1%
［公債費］
33億4,938万円

13.3%

［教育費］
23億7,058万円

9.4%

［消防費］
8億6,657万円

3.5%

【その他の内訳】
A歳入［自主財源］
分担金及び負担金..................1億4,632万円
使用料及び手数料..................3億2,802万円
財産収入.................................1億5,707万円
寄附金（ふるさと納税等）..........1億3,122万円
繰入金.....................................3億3,538万円

B歳入［依存財源］
地方譲与税................................ 2億136万円
地方消費税交付金..................8億9,308万円
その他......................................1億8,296万円

C歳出
議会費.....................................2億7,967万円
商工費.....................................1億4,645万円
災害復旧費................................... 9,096万円

［土木費］
16億8,686万円

6.7%

［農林水産業費］
6億2,140万円

2.5%

［衛生費］
25億1,192万円

10.0%

［民生費］
92億3,492万円

36.8%

［その他B］
12億7,740万円

4.9%

［市債］
37億6,380万円

14.5%

［県支出金］
15億7,385万円

6.0%

［その他A］
10億9,801万円

4.2%

［諸収入］
8億6,143万円

3.3%

みらい子ども園建設事業により民生費が増加し、また、中学校給
食導入事業及び亀川小・中学校校舎建設事業により教育費が増加
したことなどから、歳出総額は前年度より1.9％増加しました。

歳出
1.9％増

地方交付税や繰越金、市債が減少したものの、国庫支出金や繰入
金、諸収入が増加したため、歳入総額は前年度より1.8％増加しま
した。

歳入
1.8％増

歳入合計│260億966万円

歳出合計│251億445万円
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一般会計

※１万円未満四捨五入

特別会計・企業会計の決算額
会計名 歳  入 歳  出 差  額

国 民 健 康 保 険 特別 
会計 79億8,895万円 75億4,594万円 4億4,301万円

後 期 高 齢 者 医 療 特別 
会計 15億5,164万円 15億3,692万円 1,472万円

介 護 保 険 特別 
会計 69億2,958万円 67億3,340万円 1億9,618万円

地 域 排 水 処 理 事 業 特別 
会計 2,096万円 2,051万円 45万円

同和対策住宅資金貸付事業 特別 
会計 842万円 1億8,206万円 △1億7,364万円

港 湾 施 設 事 業 特別 
会計 2,163万円 1,183万円 980万円

水 道 事 業 会計
収入
18億3,626万円

支出
21億6,886万円 △3億3,260万円

病 院 事 業 会計
収入
36億8,397万円

支出
39億5,124万円 △2億6,727万円

議会では、市の各会計の決算について、収入・支出がきちんと行われたのか、
費用に見合う効果があったのかなどの観点から詳しく審査を行い、認定するのか
不認定とするのかを決めます。また、審査の結果を踏まえて、市長（執行機関）
に対し、市民の代表としての立場から意見書を提出しています。（意見書の概要
は11ページ）

決算の
審査

市税 市民税（個人・法人）、固定資産税、
市たばこ税、軽自動車税など 13万8千円

繰越金 前年度からの繰越金 1万7千円

諸収入 延滞金、預金利子、貸付金元利
収入、受託事業収入、雑入 1万7千円

地方
交付税

地方自治体間の収入の格差を少なく
するために、国から交付される資金 11万6千円

国庫
支出金

国が使い道を指定して地方自治
体に交付する資金 6万7千円

県支出金 県が使い道を指定して地方自治
体に交付する資金 3万円

市債 財務省や銀行などからの長期借
入金 7万3千円

地方消費税
交付金

地方消費税のうち県が市へ交付
する資金 1万7千円

その他 繰入金、使用料及び手数料、地
方譲与税など 2万9千円

総務費 企画調整や財務、財産管理、戸
籍、徴税など 7万6千円

民生費 障害者・高齢者・児童のための福
祉、生活保護関係など 17万9千円

衛生費 感染症予防やごみ処理など 4万9千円

農林
水産業費 農業や林業、水産業の振興 1万2千円

土木費 道路や橋梁、河川、市営住宅など 3万3千円

消防費 消火活動や火災予防、救急保護
など 1万7千円

教育費 学校や生涯学習、スポーツ、芸術
文化の振興など 4万6千円

公債費 市債の元金及び利子、一時借入
金の利子など 6万5千円

その他 議会費、商工費、災害復旧費 1万円

市民１人当たりの状況は？
入ったお金　50万4,122円（Ａ） 使ったお金　48万6,577円（Ｂ）

貯金と借金はいくら？
貯金（基金）残高 7万1千円（総額36億7,529万円）
借金（市債）残高 　65万円（総額335億4,649万円）

●次年度に使うため繰り越すお金　2,885円（Ｃ）
●実質収支額　1万4,660円 （Ａ－Ｂ－Ｃ）
※平成30年３月末人口5万1,594人で算出、千円未満四捨五入
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◇
和
歌
山
下
津
港
係
留
施
設
整
備
事
業

Ｑ
供
用
を
開
始
し
て
い
る
小
型
船
舶
の
係
留
施
設

の
利
用
状
況
は
。

Ａ
平
成
26
年
11
月
か
ら
供
用
を
開
始
し
て
い
る
築

地
地
区
係
留
施
設
は
、
収
容
可
能
隻
数
70
隻
に

対
し
て
利
用
隻
数
は
24
隻
、
ま
た
、
平
成
29
年

５
月
か
ら
供
用
を
開
始
し
て
い
る
日
方
地
区
係

留
施
設
は
、
収
容
可
能
隻
数
94
隻
に
対
し
て
利

用
隻
数
は
24
隻
で
あ
る
。

Ｑ
利
用
者
の
募
集
は
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。

Ａ
随
時
募
集
を
行
っ
て
お
り
、
市
報
と
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
周
知
し
て
い
る
。

◇
亀
池
公
園
管
理
事
業

Ｑ
双
青
閣
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
建
物
内
を
か
な
り
修
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
修
復
に
は
思
っ
た
以
上
に
費
用
が
か
か
る

こ
と
や
、
県
の
補

助
金
の
上
限
額
が

下
が
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
今
後
の

来
場
者
数
の
推
移

を
見
な
が
ら
、
活

用
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

◇
結
婚
促
進
事
業

Ｑ
市
が
事
業
を
行
う
こ
と
の
意
義
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

Ａ
市
主
催
の
事
業
と
し
て
安
心
し
て
参
加
で
き
、

内
向
的
な
方
で
も
出
会
い
が
進
む
、
一
つ
背
中

を
押
す
よ
う
な
機
会
と
し
た
い
と
考
え
る
。

◇
学
校
図
書
館
司
書
配
置
事
業

Ｑ
学
校
司
書
を
重
点
校
配
置
と
し
た
成
果
は
。

Ａ
重
点
校
で
は
、
常
駐
日
数
が
増
え
る
こ
と
で
環

境
整
備
が
一
層
進
ん
だ
こ
と
、
図
書
室
の
開
館

時
間
が
長
く
な
っ
た
こ
と
、
読
み
聞
か
せ
な
ど

の
取
り
組
み
や
学
習
支
援
等
に
継
続
的
に
学
校

司
書
が
関
与
で
き
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

◇
国
民
健
康
保
険
税
収
納
率
向
上
特
別
対
策
事
業

Ｑ
滞
納
が
常
態
化
し
て
い
る
世
帯
の
生
活
の
改
善

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
の
か
。

Ａ
納
付
相
談
等
の
機
会
を
設
け
、
生
活
状
況
を
聞

き
、
納
付
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
分

割
納
付
や
滞
納
処
分
の
執
行
停
止
を
行
う
と
と

も
に
、
納
付
計
画
が
立
て
ら
れ
な
い
方
に
は
、

社
会
福
祉
課
の
生
活
支
援
相
談
員
等
と
連
携
し

対
応
し
て
い
る
。

◇
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
事
業

Ｑ
平
成
29
年
度
は
助
成
申
請
１
年
目
の
支
援
部
門

で
３
団
体
に
対
し
計
１
５
０
万
円
を
支
出
し
て

い
る
が
、
そ
の
３
事
業
の
今
後
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ
「
か
い
な
ん
お
菓
子
ま
つ
り
」
は
今
後
も
継
続

さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。「
黒
江
め
っ
た
祭
り
」

は
、
助
成
申
請
す
る
も
本
事
業
の
対
象
外
と
な

っ
た
本
年
度
も
、
事
業
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

「
ア
ー
モ
ン
ド
食
べ
さ
せ
合
い
リ
レ
ー
で
ギ
ネ

ス
ワ
ー
ル
ド
レ
コ
ー
ズ
に
挑
戦
」
は
１
回
限
り

と
聞
い
て
い
る
。

◇
消
防
力
に
つ
い
て

Ｑ
消
防
職
員
、消
防
団
員
の
充
足
率
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
消
防
職
員
は
、
国
の
消
防
力
の
整
備
指
針
に
よ

る
１
３
１
人
に
対
し
94
人
で
、
充
足
率
は
72
％

で
あ
る
が
、
和
歌
山
市
、
本
市
、
紀
美
野
町
、

那
賀
消
防
組
合
が
共
同
で
設
置
す
る
和
歌
山
広

域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
共
同
指
令
業

務
に
よ
り
、
各
消
防
本
部
の
消
防
力
を
超
え
た

災
害
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
連
携
し
て
適
切

な
出
動
部
隊
の
選
定
が
で
き
る
な
ど
、
相
互
応

援
体
制
に
よ
る
消
防
力
の
効
果
的
な
運
用
に
努

め
て
い
る
。
消
防
団
員
は
、
条
例
定
員
７
３
３

人
に
対
し
７
１
３
人
で
、
充
足
率
は
97
・
３
％

で
あ
る
。
分
団
単
位
で
は
な
く
市
全
体
と
し
て

条
例
定
数
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

決
算
審
査
に
お
け
る
主
な
質
疑

亀池公園遊歩道から望む双青閣
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決算審査の中で出された意見や要望について、新年度予算に反映することを求めるため、予算決
算委員会で下記の意見書を取りまとめ、議長から市長に提出しました。

平成29年度決算審査に係る意見書の概要
１　和歌山下津港係留施設整備事業について

現在、供用されている係留施設の利用率の向上を図るため、さらなる募集の強化に取り組み、市

内の方だけでなく市外、県外の方の利用の促進に努められたい。

また、津波や高潮などの災害対策の観点からも早期に放置艇の係留施設への収容が進むよう、不

法係留の取り締まりの強化を県に働きかけるなど、放置艇対策に取り組まれたい。

２　結婚促進事業について
市が行う事業であるということの意義を念頭に置き、他とは違う本市の特色を生かした事業とな

るような工夫を行うとともに、その後の結果についても検証し、より実りのある事業となるような

取り組みを求める。

３　学校図書館司書配置事業について
学校図書館における本は児童生徒の健全な教養を育成するために不可欠であり、本と児童生徒を

つなぐのは学校司書であることから、全ての児童生徒に等しくその機会が与えられるよう、重点校

だけではなく、全ての学校に学校司書を配置されるように求める。

４　国民健康保険税の収納率向上特別対策事業について
これ以上滞納世帯を増やさないようにするため、滞納世帯の現状を把握するとともに、滞納に係

る早期の取り組みを行うことにより、滞納額の減少に努められたい。また、経済的に困窮する被保

険者に寄り添った相談等を行うとともに、悪質滞納者に対しては毅
き ぜ ん

然とした態度で臨まれたい。

○一般会計
【反対】マイナンバー制度に反対なので、社会保
障・税番号制度のシステム運営・修正にかかる委
託料の支出については反対する。また、駅東土地
区画整理事業は、一刻も早い完成のために体制
を強化するか、事業の縮小や見直しを行うべきで
ある。職員体制については、正規職員に対して非
常勤職員の比率が高過ぎると考える。また、黒江・
大野小学校調理場での給食調理業務は、市が直
営すべきと考えるので、委託には反対である。	

（橋爪　美惠子議員）

○国民健康保険特別会計
【反対】国民健康保険は、被保険者の７割以上が年間所得100
万円以下という苦しい状況の中、払いたくても払えない国民健康
保険加入者もいる。その一方で、約
４億4,300万円の決算剰余金があ
り、繰越金と国等への精算による
返還金を除いても約３億円の黒字
が出ている状況で、必要以上に保
険税を徴収していると言われても仕
方がない。

（橋爪　美惠子議員）

決算審査に係る討論
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開校以来定員割れが続き、特
にここ数年はその状況がより顕
著になっていることから、海南
市立海南下津高等学校の在り方
を検討するに当たり、学識経験
者をはじめ広く第三者の方々の
ご意見・ご提言を頂くため、海
南市立海南下津高等学校在り方
審議会を設置します。

問：デジタル化に伴い、現在、配付している戸別受信機も取り換えるのか。

答：現在、貸与している戸別受信機はアナログ対応機種のため、平成
32年度末で使用できなくなる。そこで、現在実施している登録制
のメールやフリーダイヤルによる放送内容の案内サービスに加え、
来年度からは、電話番号を登録すると、市から電話またはファクス
で防災情報を提供するサービスを開始したいと考えており、デジタ
ル対応の戸別受信機の個人への貸与は、原則行わない予定である。
ただし、来年度の新サービスを開始する際には、現在の貸与先に
は個別に意向を確認し、対応したいと考えている。

問：戸別受信機の貸与を行わないのは、
対応の後退ではないのか。

答：今回のデジタル化に当たり、難聴
地域において、９カ所に防災行政
無線子局を新設し、３カ所では子
局から有線で情報提供する予定で
ある。さらに、既存スピーカーの
約８割について、大型化や方向調
整を行う予定としている。

現在運用しているアナログ方式の防災行政無線放送設備を、平成 33 年３月 31 日までにデジタル方式
の放送システムに更新するための整備を行います。

海南下津高等学校の今後の在り方は

防災行政無線がデジタル化されます

議案第 47号　海南市立海南下津高等学校在り方審議会条例

議案第 63号　デジタル防災行政無線（同報系）整備工事の請負契約締結

こんな質問がありました

こんな質問がありました

問：これまでの検討の経緯は。

答：開校５年を経過した平成 24年度からは、教育委員会議において今後
の在り方について協議を重ねてきた。また、前身の下津女子高等学校
の時代には、家政科を普通科に学科改変したり、介護関係の学科を新
設するなどしたが、出願者数は伸びなかった。平成 28年度以降は３
年連続で出願者数が定員を大きく下回ったことを受け、審議会を設置
して一定の方向性を検討していただく必要があるという結論に至った。

定員
（人）

出願者数
（人）

合格者数
（人）

市内在住
生徒数（人）

平成２６年度入学生 １２０ ７６ ６８ ９

平成２７年度入学生 １２０ ８７ ７７ １１

平成２８年度入学生 １２０ ５４ ４６ ３

平成２９年度入学生 １２０ ４１ ３８ ３

平成３０年度入学生 １２０ ３７ ３７ ３
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下津町地域における地域活性化策として取り組む道の駅の整
備に向けて、道の駅整備基本計画の策定と用地測量を行います。

■教育厚生委員会
９月 19 日に、「学童保育と学校の施設につい

て」を調査案件とし、日方小学校の学童保育室
やトイレを現地視察するとともに、当局と意見
交換しながら所管事務調査を行いました。

【主な意見】
○洋式便器が全く設置されていない小学校が３

校ある。早急に洋式便器を設置してはどうか。
○児童数が減少する中、空き教室が発生してい

るはずなので、これを学童保育室に有効利用
してはどうか。

○学童保育の指導員の時給について、市の一般
職非常勤職員の報酬額も勘案し、早急に改善
してはどうか。

道の駅整備に向けた計画策定と測量を開始
議案第 52号　平成 30年度海南市一般会計補正予算（第４号）

こんな質問がありました

問：今後の整備スケジュールは。

答：今年度中に基本計画を完成させ、平成 31年度には用地取得の
ための交渉や基本設計を行い、平成 32年度は実施設計及び造
成工事に着手し、平成 33年度に建設工事及び開駅の準備を行
い、平成 34年度の開駅を目指したいと考えている。

予算額 2,384万9千円

学童保育室の現地視察

所管事務調査

海南市議会事務局
〒642-8501  海南市南赤坂11番地

ＴＥＬ　０７３－４８３－８７００
ＦＡＸ　０７３－４８３－８７０３
Ｅメール　gikaij@city.kainan.lg.jp
ホームページ　http://www.city.kainan.lg.jp/shigikai/

よりよい紙面とするため、 議会だよりに関する皆さ
ま方のご意見等お寄せください。

11月定例会は11月29日に開会する予定です。
市議会では、市民の皆さまの生活に密着したさまざ

まな問題が審議されています。市政を知る機会にもな
りますので、ぜひ傍聴にお越しく
ださい。

また、傍聴席入口には傍聴者
目安箱を設置していますので、
傍聴の際のご意見・ご感想をお
寄せ下さい。

議会を傍聴しませんか 市議会だよりへのご意見を
お聞かせください
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会派・議員名
 

 
 
 
 議案番号等

日本維新
の会 公明党 日本共産党 

海南市議会議員団 市政クラブ 市民クラブ 自由クラブ
無
所
属

結
　
　
果

黒
原
　
章
至

上
村
　
五
美

中
家
　
悦
生

森
下
　
貴
史

岡
　
　
義
明

橋
爪
美
惠
子

瀨
藤
　
幸
生

和
歌
真
喜
子

磯
﨑
　
誠
治

栗
本
　
量
生

宮
本
　
憲
治

宮
本
　
勝
利

川
崎
　
一
樹

榊
原
　
徳
昭

米
原
　
耕
司

中
西
　
　
徹

片
山
　
光
生

川
口
　
政
夫

東
方
　
貴
子

川
端
　
　
進

議案第５４号 
議案第５５号 
議案第５６号 
議案第５７号

○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

【○…賛成　×…反対】※議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。

■賛否の分かれた議案の表決結果

議案の審議結果
議案番号 議　案　名 結果

議案第６７号 平成３０年度海南市一般会計補正予算（第３号） 全会一致で可決
議案第４６号 平成３０年度海南市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 全会一致で可決
議案第４７号 海南市立海南下津高等学校在り方審議会条例 全会一致で可決
議案第４８号 海南市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 全会一致で可決
議案第４９号 海南市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例 全会一致で可決
議案第５０号 市長、副市長及び教育長の給料その他の給与条例の一部を改正する条例 全会一致で可決
議案第５１号 海南市地方活力向上地域における固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例 全会一致で可決
議案第５２号 平成３０年度海南市一般会計補正予算（第４号） 全会一致で可決
議案第５３号 平成３０年度海南市水道事業会計補正予算（第１号） 全会一致で可決
議案第５４号 平成２９年度海南市一般会計歳入歳出決算の認定 賛成多数で認定
議案第５５号 平成２９年度海南市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 賛成多数で認定
議案第５６号 平成２９年度海南市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 賛成多数で認定
議案第５７号 平成２９年度海南市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 賛成多数で認定
議案第５８号 平成２９年度海南市地域排水処理事業特別会計歳入歳出決算の認定 全会一致で認定
議案第５９号 平成２９年度海南市同和対策住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定 全会一致で認定
議案第６０号 平成２９年度海南市港湾施設事業特別会計歳入歳出決算の認定 全会一致で認定
議案第６１号 平成２９年度海南市水道事業会計決算の認定 全会一致で認定
議案第６２号 平成２９年度海南市病院事業会計決算の認定 全会一致で認定
議案第６３号 デジタル防災行政無線（同報系）整備工事の請負契約締結 全会一致で可決
議案第６４号 駅前改良住宅２号棟耐震改修（本体）工事の請負契約締結 全会一致で可決
議案第６５号 財産の無償譲渡 全会一致で可決
議案第６６号 財産の無償貸付 全会一致で可決
議案第６８号 平成３０年度海南市一般会計補正予算（第５号） 全会一致で可決

討
論

○議案第47号、第48号
【賛成】生徒や教職員、卒業生を含めた地域の
方々の意見も聞いて、結論ありきではなく、海南下
津高校の今後の在り方についてじっくり研究して
いただきたいと思う。	 （橋爪　美惠子議員）

○議案第49号、第50号
【賛成】報酬の下げ幅が少なく、また、議員報酬が
削減されていないが、行財政改革を進めていくため
の重要な第１歩をまずは踏み出したということを評
価し、消極的賛成とする。	 （上村　五美議員）
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議会改革特別委員会

特 別 委 員 会 レ ポ ー ト

議会改革特別委員会では、「議会基本条例の推進について」をテー
マに調査・研究を進めています。
７月24日及び８月10日に開催した委員会では、これまでの議会
改革の経緯を確認し、今後の委員会の進め方について、まず、昨期
からの引継事項に取り組むこととし、意見交換会について、広報広
聴のあり方について、政治倫理条例について、の３点について調査・
研究を進めることとしました。

アルマフットサルクラブが表敬訪問
７月24日、宮本副議長がアルマフットサルクラ
ブ９名の表敬訪問を受け、選手の皆さんを激励し
ました。アルマフットサルクラブは、バーモント
カップ第28回全日本Ｕ-12フットサル選手権大会
に出場しました。

小学生陸上選手が表敬訪問
８月２日、川崎議長と宮本副議長が小学生陸上
選手２名（紀の国アスリートクラブ・海南アスリ
ート所属）の表敬訪問を受け、選手の皆さんを激
励しました。選手の皆さんは、日清食品カップ第
34回全国小学生陸上競技交流大会に出場しました。

ＳＴＡＲＳが表敬訪問
８月３日、川崎議長と宮本副議長がＳＴＡＲＳ
12名の表敬訪問を受け、選手の皆さんを激励しま
した。ＳＴＡＲＳは、第38回全日本バレーボール
小学生大会の全国大会に出場しました。
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８月臨時会

平成30年海南市議会８月臨時会は、８月22日から28日までの７日間の
会期で開かれました。

臨時会では、市長から平成30年7月豪雨に伴う災害復旧事業にかかる一
般会計補正予算（第2号）の専決処分事項の報告を受けたほか、 市役所旧
庁舎跡地に建設される(仮称)市民交流施設建設工事の請負契約締結の議案
が提出され、全会一致で可決しました。

館内は２階をメインフロアとし、開架冊数日本一となる約５万冊の絵
本のコーナーや中２階の児童書のコーナー、カフェやラウンジ、ホール
機能を持った254席の多目的室、市民活動・生涯学習活動などに幅広く
使える会議室、そして子育て支援機能として、乳幼児用の遊び場や託
児室、子ども用トイレなどを設けます。

３階は、静かな環境の中で本を読んだり学習したりする一般書ゾーン
とし、小説や実用書、ビジネス書などの親しみやすい図書約７万冊をそ
ろえ、学習席も充実させます。

なお、１階はピロティ形式の駐車場で、バンドの練習もできる音楽練
習室も設けます。

さらに、広場部分は、段状に積み重なった大小さまざまなスペースと
し、一部には雨の日でも遊べるように屋根を設置します。

(仮称)市民交流施設の建設が始まります
 (仮称)市民交流施設は、図書館機能を核として、ホール機能を持つ多目的室やカフェ、広場など

を配置し、多様な世代が交流できる複合施設で、平成32年１月末完成、４月開館の予定です。

■延床面積
　5,460.37㎡
　（ピロティ等含め　7,850.23 ㎡、
　建築基準法上４階建て）
■建設工事請負業者
　株式会社淺川組
　（条件付一般競争入札で落札）
■工事請負契約金額
　28億6,740万円

「開かれた議会」を目指し、これまでの録画中継に加え、平成30年11月定
例会（11月29日開会予定）から本会議のインターネット生中継を開始しま
す。市議会ホームページからパソコンやスマートフォン等で視聴いただけ
るほか、市庁舎１階の市民交流スペースのモニターでも生中継いたします。

海南市議会ホームページ　http://www.city.kainan.lg.jp/shigikai/

本会議生中継を開始




